
11月15日（木）から18日（日）までセラトピア土岐で土岐市美術展（一般部門）が開かれました。
市民一人一人が参加できる芸術文化活動を促進することを目的に始まった同展も今年で61回目
を迎えました。今年は、特別出品61点を含む８部門340点が展示され、鑑賞に訪れた人たちの
目を楽しませていました。今回の特集では、各部門の市展賞（写真掲載）に輝いた作品とその講
評、入賞者を紹介します。〈敬称略〉
 　市文化振興事業団（☎555711）

土 岐 市 美 術 展第61回日本画の部
▷市長賞…丸山智代
▷議長賞…林伸子
▷教育長賞…河村多造

洋画の部
▷市長賞…水野克紀
▷議長賞…佳山静子
▷教育長賞…土本美栄

書道の部
▷市長賞…柴田さよ子（葉泉）
▷議長賞…小栗重子（玉泉）
▷教育長賞…小栗千鶴子（鶴泉）

陶芸の部
▷市長賞…土本美栄
▷教育長賞…斉藤之康

硬筆書道の部
▷市長賞…新海美鈴（欣鈴）
▷議長賞…西脇聖園
▷教育長賞…杉浦久美子（久燿）

写真の部
▷市長賞…加知佳子
▷議長賞…安藤年孝
▷教育長賞…一色正行

商業美術の部
▷市長賞…出口琴絵
▷議長賞…尾形侑美
▷教育長賞…吉村萌

手工芸の部
▷市長賞…伊藤美津代
▷議長賞…日比野なつ子
▷教育長賞…中村多恵子

子文賞
長年にわたり市美術展にすぐ
れた作品を出品された方に贈ら
れる賞
▷志水弘（洋画の部）
▷宮川富美子（章波）（書道の部）

許証
　市展賞を３回受賞し、永久無
鑑査となった方に贈られる
▷山村葉子（書道の部）

市展賞ほか
部門別入賞者〈敬称略〉

一部抜粋

日本画の部

「河津の風」
　川井庸弘（可児市）

講評
春に咲き誇る桜をダイナ

ミックに捉えている。色・
構図・表現方法をよく吟味
し、絞り込むことによって
作者の感動をより分かりや
すく伝えている。

洋画の部

「路地裏の秋」
　髙橋進（駄知町）

講評
工場の片隅に廃棄された

サンテナが無造作に置かれ
ている。その構図の面白さ
がトタンの色とよく合って
いる秀作である。

陶芸の部

「和唇」
　小林ゆずな（多治見市）

講評
人は日々是好日とはなかな
かうまくいかない。不安や不
満、多感な感情を、「唇」を
１点のアートとして表現した
面白い力作である。

「立ちのぼる煙を」
　勝田節子（下石町）

講評
墨量の変化と穂先を生か

したシャープな線が美しい
カナ作品である。

硬筆書道の部

「長恨歌」
　酒井智子（肥田町）

講評
漢字作品で素晴らしい
集中力を感じる作品。実
力者である。

写真の部

「子役」
　若尾弘美（多治見市）

講評
歌舞伎の出番を待つ少女の緊張
した表情をうまく捉えている。不
安そうな目、いい瞬間を捉えた素
晴らしい写真である。

手工芸の部

「透かし彫り飾り花瓶」
　楓清勝（肥田町）

講評
素材的には陶芸的な部分がある
が、表面の装飾は明らかに手工芸
である。丁寧な仕事と迫力に魅了
される。
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